
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
苦
労
し
た

寝
ぐ
せ
も
今
や

懐
か
し
い
）
（
金
い
ら
ず

休
日
い
ら
ず

テ
レ
ビ
旅)

 

（
陰
口
言
う

ア
ン
タ
が
い
ち
ば
ん

言
わ
れ
て
る
）
（
「
誓
い
ま
す
」 

今
な
ら
言
え
る 

「
違
い
ま
す
」
）

不
急
の
会
話
や
密
接
を
慎

む
よ
う
注
意
ア
ナ
ウ
ン
ス

が
流
れ
た
。
ま
た
、
共
用

ロ
ビ
ー
で
は
、
フ
ー
ド
バ

ン
ク
な
が
お
か
の
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
と
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
支
援
救
援
カ
ン
パ
募
金

箱
が
お
か
れ
た
。

今
年
の
メ
ー
デ
ー
県
統

一
テ
ー
マ
は｢
誰
ひ
と
り 

と
り
の
こ
さ
な
い 

働
く

仲
間
と
未
来
を
つ
な
ご

(1)第1109号（1991年3月22日第三種郵便物認可）   れんごう中越地協  毎月3回(1日･11日･21日発行)2022年5月11日

第

93
回
メ
ー
デ
ー
長

岡
地
区
大
会
が
５
月
１
日

(

日)

に
開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
は
昨
年
よ
り
多

い
３
０
０
人
超
。
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
参
加
者
を
大
幅

に
縮
小
し
、
座
席
間
隔
を

あ
け
て
の
開
催
。
受
付
で

は
担
当
者
が
、
体
調
確

認
、
手
指
消
毒
、
検
温
実

施
を
呼
び
か
け
と
、
昨
年

同
様
に
参
加
者
に
は
不
要
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た
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
軍
事
侵
攻
を
厳
し
く
非

難
し
、
世
界
の
恒
久
平
和

を
願
っ
て
、
参
加
者
全
員

に｢

ひ
ま
わ
り
の
種｣

が
配

ら
れ
た
。

ロ
ビ
ー
で
は
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
救

援
募
金
を
実
施
。
１
８
３

５
０
円
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

救
援
カ
ン
パ
と
し
て
日
本

ユ
ニ
セ
フ
協
会
、
国
連
Ｕ

Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
協
会
へ
寄
付
す

る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

大
会
最
後
は
、
メ
ー

デ
ー
宣
言
採
択
。
番
場
副

実
行
委
員
長
の
閉
会
挨
拶

に
続
い
て
、
矢
島
実
行
委

員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ

三
唱
で
終
了
し
た
。

段
な
じ
み
の
無
い
方
も
、

心
を
癒
や
さ
れ
た
よ
う

だ
。長

岡
地
区
大
会｢

地
域

貢
献
事
業｣

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
市
民
協
働
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
長
岡｢

笑
顔
い
き

い
き
フ
ァ
ン
ド
事
業｣

に

30

万
円
。
羽
賀
友
信
代

表
理
事
に
、
矢
島
実
行
委

員
長
か
ら
手
渡
さ
れ
た
。

羽
賀
代
表
理
事
は
寄
付

を
受
け
、
支
援
へ
の
お
礼

や
法
人
名
称
に
あ
る｢

協

働｣

の
理
念
な
ど
を
紹
介

さ
れ
た
。

終
盤
は
、
大
抽
選
会
。

お
米
、
長
岡
市
共
通
商
品

券
、
バ
ス
券
、
ク
ッ
キ
ー

が
用
意
さ
れ
、

70
人
程

に
賞
品
が
当
選
し
た
。
ま

み
の
追
求
を
求
め
た
。

次
に
来
賓
と
し
て
出
席

さ
れ
た
牧
野
連
合
新
潟
会

長
と
花
角
新
潟
県
知
事
、

大
滝
長
岡
市
副
市
長
か
ら

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

今
年
の
メ
ー
デ
ー
記
念

は
、
昨
年
に
続
い
て
心
の

癒
や
し
を
テ
ー
マ
に｢

華

や
か
に
そ
し
て
心
休
ま
る

ひ
と
と
き｣

と
し
た
。

演
奏
者
に
は
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
・
オ
ビ
リ
ー(

プ
ロ

の
音
楽
家
集
団)

の
皆
さ

ん
に
よ
る
弦
楽
演
奏
に
ピ

ア
ノ
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
が

加
わ
っ
た
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
佐
々

木
將
公
、
阿
部
智
子
、

ヴ
ィ
オ
ラ
・
加
野
晶
子
、

チ
ェ
ロ
・
片
野
大
輔
。
コ

ン
ト
ラ
バ
ス
・
星
野
勝

彦
、
ピ
ア
ノ
・
小
林
よ
う

こ
、
そ
し
て
ソ
プ
ラ
ノ
・

坪
内
麗
音
の
皆
さ
ん
。

素
晴
ら
し
い
演
奏
に
曲

目
の
解
説
も
加
わ
り
、
普

活
闘
争
で
は｢

長
い
間
の

構
造
的
デ
フ
レ
、

30
年

間
労
働
者
の
平
均
賃
金
が

上
が
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

社
会
保
障
費
が
増
加
し
可

処
分
所
得
は
減
少
し
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
が
労
組
に
か
け
ら

れ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

結
果
、
昨
年
よ
り
効
果
的

と
思
う
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

加
え
、
資
源
価
格
の
高
騰

や
、
物
価
上
昇
、
円
安
で

非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
粘
り
強
い
交

渉
を
続
け
、
組
合
員
の
期

待
に
応
え
て
ほ
し
い｣

等

と
述
べ
た
ほ
か
、
今
夏
の

参
議
院
選
挙
へ
の
取
り
組

う｣

。
司
会
は
、
渡
辺
Ｓ

Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
長
と
島
倉

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
が
務

め
、
９
時

45

分
、
権
頭

Ｓ

Ｊ

ネ

ッ

ト

委

員

の

｢

メ
ー
デ
ー
起
源
朗
読｣

で

大
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

主
催
者
挨
拶
で
は
矢
島

実
行
委
員
長
が
、｢

コ
ロ

ナ
禍
で
、
デ
モ
行
進
を
中

止
し
た
。
早
く
デ
モ
行
進

や
プ
ラ
カ
ー
ド
コ
ン
ク
ー

ル
な
ど
従
来
の
メ
ー
デ
ー

ス
タ
イ
ル
が
戻
っ
て
く
る

こ
と
を
期
待
し
た
い｣

と

述
べ
、｢

働
く
こ
と
を
軸

と
す
る
安
心
社
会
の
実
現

に
向
け
た
地
域
協
議
会
活

動
、
日
本
一
の
地
協
を
目

指
す
原
動
力
は
構
成
組

織
・
組
合
員｣

と
変
わ
ら

ぬ
参
加
を
求
め
た
。
ま

た
、
県
知
事
選
挙
で
は
花

角
知
事
を
支
持
決
定
し
た

こ
と
、
２
０
２
２
春
季
生
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第
93
回
メ
ー
デ
ー
地
区
大
会
は
、
昨
年
同
様
に
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
従
来

の
規
模
を
大
幅
に
縮
小
し
て
、
感
染
防
止
対
策
を
と
り
な
が
ら
実
施
。
長
岡
地

区
大
会
は
長
岡
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル
で
、
見
附
地
区
大
会
は
見
附
市
文
化
ホ
ー

ル
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
で
、
小
千
谷
地
区
は
小
千
谷
市
総
合
産
業
会
館
サ
ン
プ
ラ
ザ

で
、
北
魚
沼
地
区
は
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

長岡地区は長岡市立劇場、３支部でも地区大会を開催

終
盤
に
大
抽
選
会

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
・募
金

記
念
演
奏
を
楽
し
む

地
域
貢
献
と
し
て
寄
贈
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
高
齢
化

十
年
経
っ
て
も

ま
だ
若
手
）
（
値
段
見
て

こ
れ
が
似
合
う
と

妻
が
着
せ
）
（
年
の
差
婚

四
十
路
過
ぎ
る
と

チ
ャ
ン
ス
無
し
）
（
紫
外
線

防
ぐ
厚
塗
り

化
粧
ひ
び
？)
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小千谷支部

４／３０、小千谷市総合産業会館サンプラザにて、第９

３回小千谷地区メーデーを開催した。

昨年に引き続き規模を縮

小し、デモ行進は中止し式

典のみの開催とした。井浦

実行委員長の挨拶では「課

題山積の社会情勢の中、

我々の労働運動の重要性は

益々高まっている。しっか

りと団結し存在感を示すこ

とが大切」と述べた。ご来

賓として長谷川有理市議、駒井和

彦市議、源川労金小千谷支店長、

板倉こくみん共済coop中越支所長

をお招きしご挨拶をいただいた。

また、例年行っているフードバン

クへの食料品寄付活動は縮小開催

で十分な量が見込めないため、今

回はカンパ金の寄付活動に切り替え、各組織でカンパ活動

を行い集金したカンパ金を式典の中でフードバンクながお

か代表の山崎一雄様に贈呈した。

スローガンと

メーデー宣言を

参加者全員で確

認 し、最 後 は

“団 結 ガ ン バ

ロー“で連合小

千谷支部の団結

を誓い合い締め

くくった。

北魚沼支部

第93回北魚沼地区メーデーは５月１日に開催。地元の米

山隆一衆議院議員等４人の来賓を含め32人が参加しまし

た。

山本実行委員長は式典あい

さつの中でロシアのウクラ

イナ侵攻に触れ、「武力で

紛争解決はできない。国民

の支持が戦争遂行の鍵。戦

争支持の世論は政府によっ

て作られてしまう。それは

政府による情報統制・煽

動、反対者への弾圧、基本

的人権の蹂躙を伴う」と指摘。働く者が力をつけるため

に、労働条件等職場の問題を解決する取組に加え、政治に

も目を向け、働く者が連帯して行動することが重要だと訴

えました。式典終了後は、

構成組織の活動支援のため

の抽選会を行いました。

感染対策による規模縮小

で役員中心の参加体制でし

たが、３年振りに集会がで

きて嬉しかったです。実行

委員をはじめ役員の皆様に

感謝いたします。
第９３回見附地区メーデーを４月２７日１８：３０より

見附市文化ホールアルカディアにて、来賓稲田亮見附市

長、菊田真紀子衆議院議員、小泉勝県議会議員、佐々木志

津子市議会議員を招いて開催した。

坂爪実行委員長は冒頭の主催者あいさつで、「春季生活

闘争において多くのの組合員にとってプラスとなる回答を

得ることが出来た。しかしながら

中には労働条件等の回答ではそこ

から取りこぼされてしまう組合員

も少数ながら存在するのもまた事

実で、そういう少数の組合員を救

済すること、それこそが組合活動

の本来の役割であり、その本来の

役割を初心に立ち返って再確認し

てもらうためにも今回のメー

デーを開催することにしまし

た。」と述べた。

また記念講演として、フード

バンクみつけの樺澤事務局長よ

り「ＳＤＧｓからフードバンク

みつけの取り組み」というテー

マで講演をいただいた。ちなみ

に今回のメーデー会場入り口にフードバンクみつけのフー

ドドライブ受付が設けられメーデー参

加者から多くの食料品が寄せられてい

た。

そして最後は坂爪実行委員長の音頭

によりコロナ禍という状況も踏まえ全

体での発声こそ無いものの力強い「団

結ガンバロウ」で締めくくり閉会と

なった

今回のメーデーは、今の自分はどこ

を向いて誰と向き合って組合活動に取

り組むべきか、また組合活動の本来あるべき姿を再認識す

るメーデーとなった。

見附支部

第93回メーデー

各地区大会特集
メインスローガン

一人ひとりが尊重される 多様性を認めあう社会をめざし

みんなが輝く 未来をつくろう！

全県統一テーマ

誰ひとり とりのこさない 働く仲間と未来をつなごう


